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令和４年度保険料率に関する評議会での意見（徳島支部） 

 

（令和３年 10月 19日開催 徳島支部評議会） 

【評議会の意見】 

●平均保険料率 10％維持はやむを得ないという意見が多数だったが、 

支部保険料率の引き上げは厳しい、との意見があった。 

●保険料率変更の時期は、４月納付分（３月分）からでよい。 

 

【評議員の個別意見】 

（学識経験者） 

 平均保険料率 10％維持は仕方がないと考える。だが、目指すべき姿として「継続

性」と「公平性」が求められる。今後、高齢化がより進んでいく中で、数年後には現

役世代の減少が想定される。現役世代が現在負担している 10％が、10 年後に

15％にならないよう、今のうちに 10％を超えることを前提にこれからを検討してはど

うか。 

 見通しを聞く限り、支部保険料率の引き上げも仕方ないと考える。ただ、コロナの

影響も厳しく、中長期の見通しの中で今が引き上げるタイミングかと疑問が残る。 

（事業主代表） 

 見通しでは、先行き厳しい状況にあると理解できる。日銀短観などで楽観的な見

通しもあるが、それは一部の大企業の状況と思う。中小は厳しく、伸びる見込みは

低いことを理解していただきたい。こうした中、どう事業運営していくのか、事業主

サイドとしては、支部保険料率の引き上げは厳しいと考える。こうした時こそ、準備

金の活用ができないか考えていただきたい。全体として社会保険料など負担増に

ならないよう、インセンティブも併せて検討していただきたい。 

 今が支部保険料率を上げる時期なのか？事業主として負担増が厳しい。コロナに

関する融資制度もこれからなくなると考えると引き上げは厳しいと考える。 

（被保険者代表） 

 見通しでは保険料率 10％は維持せざるを得ないかと思うが、医療費が下がってい

るにも関わらず保険料が上がっているのは被保険者としては納得できかねる部分

もある。また、加入者への説明が難しいと考える。例えば、自動車保険の無事故割

引のように、医療費を使わなければ保険料が還元されるような取り組みを検討して

ほしい。 

 

以上 


